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主要な軒瓦の組み合わせ 1

右買は東院庭園地区から出上した主要な軒瓦の組み合

わせの集合。奥2列がb期、奥から3列 目がc期 、手前の列

がd期の組み合わせである。奥の列は左から

6284Eb-6721 Ga、 63.08Aa-6663A、 6135A-6688Ab、

61225A-6663Cb、 6284Ec(6721G、 Hと組む)、

6663B(6308A・ Bと 組む)。 奥から2列 目は左から

6314A-6681B o E・ A、 3711日 は6282Bュ・Bb-6721C、

手前の列は6133Db-6726Eも

東院庭園地区では、宮南面 。東面大垣を中心にいくつ

かの建物で瓦が使用され、多彩な顔ぶれの軒瓦が屋根を

飾つた。第V章 考祭 4瓦導類参照。



主要な軒瓦の組み合わせ PL.43
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主要な軒瓦の組み合わせ 2

前買の各種の中から、東院庭園地区が主要な供給先と推

定される組み合わせをピックアップした。両者とも南面 。

東面大垣近辺に多く分布しており、大垣あるいは大垣に隣

接する建物所用と推定される。

上は6314A-6681E。 6314△はほかにも6681A・ Bと 組ん

で使用されたが、最も出土量が多いのはこの6681Eで ある。

いずれもやや小型で、甍棟等にも使用された可能性がある。

下は6133Db-6726E。 東院地区周辺からまとまって出

土し、奈良時代末に比定されるこの組み合わせは、光仁朝

の「楊梅宮」と関わりをもつものとされている。第V章 考

察 4瓦壕類参照。
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Ｔ
ｈ
比

弁端切込

型式 .種 直 径
区内 外 区 外 縁

全長 玉縁長 点数中房径 連子数 弁区径   弁 数  間 弁 幅  文様 幅   高さ   文様   形態
索弁分端切込
6131A

B

6132A

B

6133 Aa

Ab

B

C

35        1+8       121      T16      A

34   1■8   110  T16  なし
34     1+8     101    T16   なし
31    148   107  T16  なし
35     1+5     99   T12   なし
33     1+5     95   T12   なし
36    1+6    95   T,2  なし
39     1+6    101   T13   なし

HO  S 24
10    S24

15   S16
1l  S 16
18  S13
17  S13
16   S15
12   S18

直立縁
14   10  RV 22  傾斜縁
14   10  RV 24  傾斜縁
19   10  とV17  傾斜縁
10   5  LV   傾斜縁
22   8    -   傾斜縁
21   10    -   傾斜縁
22   8   -   傾斜縁
22   7   -   傾斜縁



PL.45

6133Ab
瓦当裏面

6132A

6132B
瓦当裏面

6」 33Aa

素弁 弁端切込

6131B 6133B



― ― ― ― ― ― ___

6133 Db(1)

争

ど

Ｆ

離

型式 種 直 径
区内 外 区 外 縁

全長  玉縁長 点数
中房径   蓮子数   弁区径  1弁 数  間弁 幅  文様 幅   高さ   文検   形態

Ｄａ

Ｄｂ

ｌｂ

Ｌ

Ｍ

Ｐ

Ｑ

Ｓ

38    1+6    118   T16   なし
35    1■ 6    113   T16  なし
39    1+6    127   T16   なし
75    1+5キ 8    162   T16   なし
38      1+6      103     T16    なし
33    '4    115   T16  なし
38    1■6    115   T12   なし
26    1+5     89   T8   なし

14    S24

14    S24

をl  S 21
13  S16
12  S16
13   S16
14  S16
1l   S

傾斜縁I

傾斜縁I

傾斜縁1

直立縁
直立縁
直立縁
直立縁
傾斜縁I

360     46



軒丸瓦 2

6133L

6133P

PL.46

6133Q

6133卜謝

6133Db(1)

6133Da

6133Db(2)
瓦当裏面

6133Db(1)
丸瓦凹面から瓦当裏面

瓦当面1:3



は
＝

6137B

型式 種 直 径 内 区 外 区 外  縁
全長  玉縁長 点数中房径   蓮子数   弁区径   弁 数  間 弁 幅  莞様 幅   高さ   文様 形態

6134 Ab

6135A
Bb

C

6137 B

6138 B

F

6144 A

6145A
6151 Aa

Ab

弓

お

】

お

】

巧

媚

る

一
ぉ

ぉ

102       T12       A

121      T12      A

l16     T13     A
141      T16      A

72    T 8   なし
95    T12    A
98    T12    A
73  T8  A
67      T 7      B

86  T8  A
84      T 8      A

7  S16
4    S25

3    S24

4  S19
5  S14
7    S24

5    S24

4  S16
4  S15
0  S17
l  S 17

12  LV   傾斜縁 I
4  LV   三角縁
5  LV 39  三角縁
7  LV    三角縁
9  LV    傾斜縁 I
12  LV    傾斜縁 I
7    -   傾斜縁 I
6  LV    直立縁
3    -   直立縁
7   -   傾斜縁 1
8   -   傾斜縁 I



軒丸瓦 PL.4フ

6135A
瓦当裏面

6135Bb
瓦当裏面

6151 Ab

6137B

6138F

6135Bb

6151 Aa

6138B

6144A 6135C

瓦当面1:3



6225A(1)

6225C(1)

6225C(3)接 合式6225C(2)一 本作り式

型式 種 直 径
区内 外  区 外 縁

全長  五縁長 点数中房径   蓮子数   弁区径   弁 数  間 弁 幅  文様 幅   高さ   文様   形態
6225A
C

6233 Ba

6234 Ab

6238 Aa

|+8

1+8

lW■ 8

1+6

1+8

6  RV 26  傾斜縁 I
6  RV 32  傾斜縁 I
8   -   傾斜縁Ⅱ
12    -   直立縁
11    -   傾斜縁 I

358     52

368     41



軒丸瓦 4 PL.48

6225C(1)6225C(2)
瓦当裏面

6234Ab
瓦当側面

6225C(3)瓦 当裏面

6225A(1)
丸瓦部凹面から

瓦当裏面



鰯

寧 t

留
朝
ぎ
Ｈ

箪惑

0                                        20cm

型式 種 直 径
区内 外 区 外 縁

全長  玉縁長 点数
間 介連勲 弁 数中房径 弁区径 幅  文様 幅   高さ   文様    形態

Ａ

Ｂ

Ａｃ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｂａ

Ю

　

７４

７５

　

８‐

脚
脚
脚
‐４‐２
脚
帥
硼

12    S40

14    S40

10    S40

1l    S 43

12    S36

15    S32

14    S32

14   12  RV 64  三角縁
13   7  RV 64  三角縁
18   12  LV 42  三角縁
23   1l  LV 32  傾斜縁 I
28   9  LV 21  三角縁
17   10  LV 46  三角縁
17   12  LV 37  三角縁



6281A

東面大垣SA5900落下瓦出土状況
(SA5900東 側、第99次。北から見る。)



型式・種 直 径
区内 外 区 外 縁

全長  玉縁長 点数
中房径 蓮子数 弁区径   弁 数  間 弁 幅  莫様 幅   高さ   文様   形態

Ｂａ

Ｂｂ

Ｃａ

Ｃｂ

Ｄ

４４

４３

２８

２７

２６

16    S24

16   S24
17    S24

15    S24

16    S24

LV 24 傾斜縁I
LV   傾斜縁I
LV 24 傾斜縁Ⅲ
LV 24 傾斜縁Ⅲ
LV 24 傾斜縁Ⅲ

330     36



PL.50

6282Ba
瓦当裏面

6282Bb
瓦当裏面

6282Ca
瓦当裏面

6282Cb
瓦当裏面

6282Ca

6282Cb

Ｄ２８２６

　

３瓦当面1


